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[花プリ]       センター過去問研究資料（Ⅰ・A・Ⅱ・B） 
２次関数【２０点満点】文字係数， x軸から切り取る線分の長さ，区間における最大・ 
最小の場合分け，平行移動の処理，解の分離，軌跡の考え方が問われる． 
〔H1９本試験〕 482)1(2 22 ����� aaaxy  

頂点 x軸と異なる 2 点で交わる，それが負の部分、 d3 頂点の x座標 7d のときaの範囲，こ
のとき 73 dd� x におけるmax？ ｍin=6のときのa ,max 
〔Ｈ1８本試験〕 10116 2 �� xxy ， 

0dy をとけ。 ),( ba だけ平行移動したグラフ Gが原点を通るときの Gの式， 3,2  � xx におい

て同じ値となるa，このとき 32 dd� x におけるmax. min. 
〔H1７本試験〕 1)2(2 22 ����� aaxaxy                   

y軸との交点の最小値・ x軸との交点， y軸対称のとき x軸と接する・平行移動 
〔Ｈ1７追試験〕 baaxxy ��� 23  
 軸，x軸と異なる 2点で交わる，x軸と１と 01 dd� x の 2点で交わるとき頂点の y座標の最大値 
［H1６本〕 352)52( 22 ������ aaxaxy            H12年＝2000年 

頂点， x軸と異なる 2点で交わる①，①の時の Na� で交点が整数となるとき 
〔Ｈ1６追〕 12 2 ��� aaxxy  
  a頂点， x軸と接する， 11 ��� x と異なる 2点で交わる 
〔H15本〕 baxxy ��� 22                   

頂点， )8,3(� を通る， x軸と接する，平行移動，頂点の y座標のMin 
〔Ｈ15追〕 xaxy )1(22 ��  
  頂点， 11 dd� x におけるMinとそのMax，平行移動後の頂点が 2� xy 上にある条件 
〔Ｈ14本〕 22 )1(44 axaxy ����  ， )4,1( � を通る，頂点， 

1!a として， 11 dd� x でのMax，MinとMax－Min=12となるa  
〔H14追〕 622 ��� aaxaxy ･･･① ， 622 ��� bbxxy ･･･② 
  ①の頂点，平行移動， x軸から切り取る弦， ① 62 PQ  ，② 62dRS ，RS のMin 
〔H13本〕･･･① 584 2 �� xxy ･･･① ， baxy ��� 2)(2 ･･･② 
  頂点が一致，各々 17 y となる xが同じときの軸と頂点， )4,( cc � 分の平行移動など 
〔H13追〕 ,, Rba � 0383 2 z�� bb ， axxy ��� 42 2

・･①， 5)383( 22 ��� xbby ・･② 
頂点，② x軸と交わるとき Ib� ； ABのMin，①の頂点が②の上，平行移動と頂点 

〔H12本〕 3)32()1( 22 ���� xaxay  ， )0,1(� を通るとき x軸との交点 
30 dd x におけるMax，Min， x軸の 3tx の部分の１点を通る条件 

〔H12追〕 42)3( 22 ��� axxay （ 032 z�a ）上に凸で頂点の x座標が負， 3 a ；軸と最小値， 

;1� a )1,1(
nn
平行移動したものを cbxxy ��� 22 ， cb, が整数となるn（整数） 

〔H11本〕 93444)( 22 ����� baaaxxxf （ ba, は自然数） 
頂点， x軸と交わらない条件， 112||  � ED となる ba, ，平行移動， x軸対称移動 

〔H11追〕 1212)( 22 ���� aabxaxxf  
  4 x でMax→ ? b ， y軸対称移動，頂点と x軸との交点を３頂点とする三角形の面積 
〔H10本〕 4)( 2 ��� aaxxxf ，頂点， 28)( 2 �� ED ， aに関わらず･･，頂点の軌跡 
 

 



 ２

確率【２０点満点】さいころ２個 3個問題など同様に確からしい根元事象を表で捉える
問題がほとんど．X (複雑化している)の期待値は X の確率分布表を作る．和１で検算す
る．数える姿勢が基本．じゃんけんはまだ出ませんね。 
〔Ｈ1９本〕１辺の長さが１の正６角形の１頂点を A。さいころ３回投げ、点 Pを目の数の長さだけ

反時計周りに進める。Pがちょうど１周し Aに戻る。１回も Aに止まらない。３回とも Aに止
まる。２回だけ Aに止まる。１回だけ Aに止まる。確率？。 Pが Aに止まる回数の期待値 

〔Ｈ1８本〕袋 ABCDそれぞれに１，２，３，４の 4枚のカードが入っている。各袋から 1枚取り出
しそれをａ,ｂ,ｃ,ｄとする。a,b,c,dの最大≦３，最大＝４， cba ��  となる場合の数。 

  dcba ddd のとき 得点 X= )1( �� ad 点 それ以外のとき得点 X=０点とする 
  )4(),1(   XPXP ，得点 X の期待値。 

〔H1７本〕さいころ２個の目を ba, .
a

bxy 22 �
� , x軸との交点の個数が０個，１個，２個の Pro. 

x軸との交点の個数の期待値、交点の座標が整数 Pro. 
〔H1７追〕袋Ａ｛赤１，赤２，赤３，赤４｝から２個、袋Ｂ｛青１，青２，青３，青４｝から２個 
(1)P(赤１赤２青１青２) (2)Ｐ(共通の番号が少なくとも 1つ)(3)a=赤の番号の和，b=青の番号の和 

 とした時（i）Ｐ(a=b=5)、Ｐ(a=b) （ⅱ）
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X とした時 Xの期待値 

〔H1６本〕さいころ２個の目を ba,  
b
au   (1) 1 u  (2) 1!u  (3) Iu�  なる Pro. 
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T とき，T の期待値 

〔H1６追〕（１）｛1等１本，2等４本，はずれ７本｝から同時に３本引く 
    Ｐ(少なくとも 1本当り)  Ｐ(1等・2等・はずれを 1本ずつ) P(2等を２本以上) 
（２）１２本中に当りn本 )120( dd n のくじから１本引くとき，当り・・3 点 はずれ・・・－１点とする 

   得点の期待値≧１となるnの範囲 
〔H15本〕1辺の長さが１の立方体から 3頂点選ぶとき 

(1)できる三角形は全部でいくつ，合同でないものはいくつ 
(2)⊿ ABCと合同である Pro.，正三角形となる Pro.(3)面積の期待値 

〔H15追〕1枚の硬貨 
 ３回投げる；表が１回である Pro. 表が少なくとも１回である Pro. 
４回   ；表が続けて２回以上の Pro. 
５回   ；表が続けて２回以上の Pro. 

〔H1４本〕｛０１１２２２｝から１枚，｛００００１２２｝から２枚取り出すとき 
(1)３枚とも０ (2)積が４ (3)積が０ (4)積の期待値 

〔H1４追〕 
(1)１個ずつ取り出し同じ玉ならＡ勝ちとするとき，Ａが勝つ Pro. 
(2)２個ずつ取り出すとき，ⅰ）４個が黒の Pro. 
ⅱ）黒玉の合計が偶数ならＡの勝ちで黒玉の個数がＡの得点， 
      奇数ならＡの負けでＡの得点は 1� 点 
このとき、Ａの得点の期待値 

〔H1３本〕１個の復元抽出を最大３回，赤が出たら中止       
(1)１回か２回で終わる Pro. (2)１回毎１００円，期待金額 
(3)青が２回出る Pro.    (4)黄が少なくとも１回出る Pro. 

〔H1３追〕１枚ずつの復元抽出を４回．Aが１回･･１点，２回･･･２点，他･･･０点 
  得点を X，(1)ＡＢＣＤすべてが現れる Pro.(2) )1(  XP (3) )0(  XP (4) )(XE  
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〔H11本〕赤 1～赤５，青１～青５，黄１～黄５，緑１～緑５の２０枚から 
３枚取り出した時の確率，赤の枚数の期待値 

〔H10本〕変形さいころ問題（２個）        〔H９本〕          〔H9追〕 
 

 
               

 
 
 
 
数と式【２０点満点】整式の割り算を平凡に行うことからスタートしていたが、数の集合と論理の話題
に傾向が変わった。必要十分・同値性の判定で差が出そう．→ を「ならば例外なく」と読むこと。式の

値・整数問題も出題の可能性が残っている。 

〔Ｈ1９本〕 }10|{ で割り切れる自然数はnnA  ， }4|{ で割り切れる自然数はnnB   
   An� は nが２で割り切れるための[ ]条件， Bn� は nが 20で割り切れるための[ ]条件 
  }10|{ 数と４で割り切れる自然はnnC  }10|{ い自然数でも４でも割り切れなはnnD   

}20|{ で割り切れない自然数はnnE  を BABA �� , など BA, であらわせ。 

〔Ｈ1８本〕 RbRa �z� )0(, とし，条件 QbQap ���: ， QabQbaq ����: ， Q
b
ar �:  

 p， rq � は pの[ ]条件, qp� とその逆・対偶の真偽 
〔H1７本〕 Rba �, ，

3224 )()1( bxbaxaaxA ������� ， axxB �� 2  
AをB割ったときの商Qと余りRは？ (1) 7� xR のとき  a  

(2)(ⅰ)
2
1
��a は 0; !�� QRx の（  ）条件，（ⅱ） 0 �ba は AがBで割り切れるの（  ）条件 

〔H1７追〕(1) Rdcba �,,, ， dcxbxaxxA ���� 234
を 123 ��� xxxB で割った余り・・ 

(2) Inm �, ; 2|||:| d� nmp ， 2||2|:| d�d nmq (1) qp � を満たす ),( nm の個数(2) pは qの（ ）条件 
〔H1６本〕 Inm �, ， 1223 ����� nmnxmxxA ， 122 �� xxB とする 
 AをB割ったときの商と余り、 21� x のときのBの値，さらに 1� A の時の )(, Inm �  
 (2) x：奇なら常に A：偶数となる必要十分条件 
〔H1６追〕(1) Ra� ， 1)1(2 2223 ������ aaxaxxA ， 12 �� xxB  

AをB割ったときの商と余り 割り切れる  � a  
(2) Ndcb �d ,),3( ； cbxdcbP ���� )22( のとき、 ??,?,0;    �!�� dcbPRx  
(3) Rsrqp �,,, ；(ⅰ) 0)1()1( 22  ���� qqp は 12  �� qp の（    ）条件 
         (ⅱ) rまたはqは無理数は sr 22 � が無理数の（    ）条件 

〔H15本〕 rqxpxxA ��� 23 ),,( Rrqp � ， 232 �� xxB  
AをBで割ったときア）商 1�x ，イ）余り x，ウ）商と余りが等しい のとき， rqp ,, の関係  

Rba �, ； � ��� 22 4|)||(| ababa [  ] ， � ��� bbaba |)||(|
2
1 [  ] 

〔H15追〕 3222222 643)24(2 babaxbaaxxP ������ が ax 32 � ， ax � で割り切れる条件 
〔H14本〕 baxxA �� 2 ),( Rba � ， 12 �� xxB （ BA z ） のとき 

(1) dcxxxxBA ���� � 23422 362  (2) 22 BA � が
2)1( �x で割り切れる条件（誘導） 

〔H14追〕 564 234 ���� xxxxA ， 12 �� axxB ， bxxC �� 2  
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 ４

(1) BCA � ： xの１次式に，
2

133 �
 x のときの Aの値 

(2) Rp� ， 1�p ， 1|| �p ， 32|1| ��p ， 3)1(2 ��� xpxy の頂点が第１象限:必要十分 
〔H13本〕 2065 2223 ����� aaxaxxA ， 306)5( 223 ����� aaxaxB  

 � BA  ，(1) Aが px � で割り切れるとき･･，(2) Aが qx � で割った余りRについて 

〔H13追〕 0!a ， Rb� ；
a

axaxaxP 1)23()2(2 23 ������ ， bxxQ �� 2  

(1) QP y の余り BAxR � について(2)
2
1,2,1 a のとき， 00 !l! BA  必要十分の判定 

〔H12本〕 1024552 2234 ������ kkxxxxA ， 322 ��� kxxB ， 322 ��� kxxQ  
BQAR � とするとき，R＝， RB y ＝， AがRでBがRで割り切れる必要十分 

〔H12追〕 Ra� ， 142)8( 24 ����� aaxxaxA ， axxB �� 22  
BA y の商と余り． 51�� p のとき 142)8( 24 ����� aappap ＝ 
In� ； pnnaappap )52(}142)8({ 224 ������� が整数となるn  

〔H11本〕 12 �� xxA ， 2234 ���� xbxaxxB ， AB y ＝ cA � 余り dのとき dcba ,,, ＝ 

2
171 ��

 x のとき，  A ，  B ，同値，必要十分，否定 

数列[ⅡB の選択]【２０点満点】等差・等比を中心にある程度の複雑な問いかけがある． 
等差＊等比型 分数列の和 Σ記号で表した和も複雑化するが具体的に表わすと良い。 
数列を 3つ程度 それらの関係を階差・漸化式で与えすべてのパターンを網羅しようと
しているのがわかる。漸化式の best１ na と nS を含む漸化式もそろそろ出るのかな。 
〔Ｈ1９本〕 }{},{},{ nnn cba   
 ),3,2,1(603,27 11 L � � � naaa nn のとき  na ，  nS ， 0!nS となる最小のｎ？ 
 }2{ nn cb � ：初項０、公差ｄの等差数列、 }2{ nn cb � ：初項ｘ、公差ｒの等比数列 
 このとき  � nn cb    , }{ nn cb � の階差数列が }{ na であるとき,     dxran ,,,   
   nn cb ,  
〔Ｈ1８本〕 cba ,, は相異なる実数で， }{ nx ： L,,, cba は等差数列， }{ ny ： L,,, bac は等比数列 
 このとき， cb,  }{ nx の公差 }{ ny の公比 }{ ny の初項から８項までの和 をそれぞれaで表せ 
 }{ nz ： L,,, acb でその階差数列 }{ nw は等差数列のとき、 

}{ nw の公差と一般項， }{ nz の一般項をaで表せ 

 [H17 本](1) nnSn 242 �� のとき、   21 , aa ， 0�na となるn≧？，¦
 

40

1
||

k
ka ＝ 

(2) }{ kb は初項１，公比３， nbNn k d� ; なる最大の kb を nc とおく。例えば・・・ 

(ⅰ)  10c ， 27 nc なる自然数nは全部で何個あるか。（ⅱ）¦
 

 
30

1k
kc   

[H17 追](1) caaac nn �  z � 3,3,0 11 のとき，¦
 

 
8

1k
ka  （誘導） 

(2) )32(,3 11 ��  � nbbb nn のとき，  nb ， 10000�nb なる最大の  n ，また
45
??18

1
¦
 

 
k kb
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[H16 本](1)整数からなる等比数列 }{ na が 864,32 5421  � � aaaa のとき，  na ，¦
 

��
n

k
k ka

1

)24( ＝  

(2) 分数
37
9
を小数表示 小数第 n位の数を nb ， npn bbNn  �� �; となる最小 p＝，¦

 

 
100

1k
kb   

[H16 追](1) :}{ na 初項a ，公差 d の等差数列， :}{ nb 初項－２，公比 rの等比数列とする。 
(ⅰ) 45,15 2010 � � aa ならば，   da , 、(ⅱ) 1,,, 331221 z   rbababa ならば   rd ,  
(2) 3,2 2

11 ���  � nccc nn  のとき   � 252325 , ccc  
 
〔H15本〕(1)等比数列 }{ na ： L,6,36,18 �  のとき， 6a ＝， 15531 aaaa ���� L ＝ 

(2) }{ na ： L,5|4,4,4,4|3,3,3|2,2|1 のとき, 
２０区画までの項数と項の総和， 3000321 t���� naaaa L となるnの最小値 

〔H15追〕(1) 5)23( yx � の
32 yx の係数，

8})23{( zyx �� の zの 3次の項のうち係数が最大のもの 
(2) Ira �, ; }{ na ：初項 aと公比 )1(zr の等比数列 

544  a のとき，初項aと公比 r， ¦
 

 
n

k
kn kaS

1
， nn SrS � ， 6S  

〔H14本〕(1) }{ na ：等比数列， 01 za ， 02 21  � aa ，公比 r＝ 

   
4
9

321  �� aaa ，  �� 654 aaa  ， 57111

21

 ���
naaa

L ，  n  

(2) qpnbn � ， 17  b ， 1012  S のとき,  qp, ，  ��� 1221 SSS L  
〔H14追〕 

(1)1番上 
   4084 ��� L ＝ 

(2)１番左 
204884 ��� L ＝ 

(3)すべての数の和 
(4)対角線の和S  

    SS 2� より 
 
 

〔H13本〕(1) 21  a ， 32  a ， 42  �� nn aa ),2,1( L n のとき， 3a ， 4a ， 5a ， 6a ， 40a ，¦
 

40

1k
ka  

(2) }{ cbn � は公比２， 73  b ， 114  b のとき，c＝， 1b ＝，¦
 

10

1k
kb ＝ 

〔H13追〕 0zp ， 32 ��� ppnpnSn のとき， 1a ＝， 2a ＝， 3a ＝ 

(1) }{ na が等差なら  p ， na ＝，¦
 

�
n

k
kak

1
)1( ＝ 

(2) }{ nb が公比 r， 332211 3,2, ababab  �  なら 

公比 r =，  p ， 900
1
!¦

 

n

k
kb となる最小のn  

〔H12本〕 }{ na は等差，その和 nS ， }{ nb は等比， 013  a ， 103 bb  ， 0,0 !! ra のとき 
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 ６

(1) r＝ (2) 0�nS なる n＝ (3) 2510  S のときのa＝，¦
 

6

1k
kb ＝ 

〔H12追〕(1) }{ na は等差， 381  a ， 51  �ma ， 2581  �mS のとき，m＝，公差d＝， nS のMax 
(2) }{ nb は等比，初項 1b ，公比 )0( !rr のとき， 
和 nT ， 42 45 TT  のとき， r＝， nn TpU � が等比となる p＝ 

〔H11本〕 }{ na が等差，初項 100� ，公差 5， |||| 87654321 LLaaaaaaaa , m区画の最初を mb  
 821 bbb ��� L ＝，６番目の区画の和＝ 

 
〔H11追〕(1) }{ na ：初項 aと公差d，和 nS とするとき 

 10S ， 8,5 1610  � SS  のとき, aと d． 10021 ,,, SSS L の中のMin 
(2) }{ nb ：初項 15と公比 2，nを 4で割った余りを nc  

4021 ccc ��� L ＝ ， 10102211 cbcbcb ��� L ＝   

〔H10追〕 }{ na ， }{ nb ：等差， 
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 ， 11  a  

na ＝， nb ＝， 
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)3( 2
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1

2][  

〔H9本〕 }{ na ：等差， rqnpnSn �� 2 ),3,2,1( L n ，特に nnSn 32 2 �  

na ＝， 13221 ���� nnaaaaaa L ＝，
13221

111

�

���
nnaaaaaa

L ＝ 

〔H9追〕 }{ na ：初項 7，公比 2.， }{ nb ：初項 13，公差 15， 1000�na のMax， 
1000�nb のMax,  }{ na ， }{ nb ：の共通項で最小と 1000より小の最大 

三角関数【１５点満点】単振動合成をかなり工夫した形で問う問題が目立つ． 
置き換えによる解の個数問題も頻出．２次試験レベルの誘導の形に落ち着きそう． 
「まず角を揃える それから・・・」といった普通の問題になってきた。 

〔Ｈ1９本〕
2
1)

4
cos(22sin ��!

Sxx  （ S20 �d x ）を解こう。 

  xa sin ， xb cos とおく， ba, の不等式[   ]を因数分解して解 xを求めると[   ] 
〔Ｈ1８本〕 TTT sin42cos3)( � f  )0( ST �d  を考える。 
  t Tsin とおくと )(Tfy  は  y [  tの式  ]したがって yのmax＝ min＝ 

 また, 
2

0 SD �� で 3)(  Df のとき  � )
6

sin( SD  

〔H1７本〕 )2sin,2(cos),sin,(cos),0,1( TTTT CBA � )1800( qddq T BCACd � のmax,min 
〔H1７追〕 BA ��0 ， q�dq 1800 T ， TTTTT 22 coscossin)(sin)( BBAAf ���  
  の max＝ 29210 � ，min＝ 29210 � （誘導で）次数下げ→単振動合成 max.min.を与える     

角 と BA, の値 
〔H1６本〕 q��q 1800 a ， qddq 1800 T ； TTT sin)sin()( �� af のとき(1) 0)(  Tf の解T＝ ，

さらにこのTが
2
1)sin(  � aT を満たすなら  a  (2)このaのときの )(Tf のMaxとMin 

〔H1６追〕  q�q�q qqq q�q�q 70sin50sin10sin,70sin50sin10sin,70sin50sin10sin 333  



 ７

〔H15本〕(1) 0tx なるすべての xで, 0!� BAx となる条件 
(2) 0tx なるすべての xで, 0coscossin)12(sin)1( 22 !���� DDDD xxx )1800( qddq D  

〔H15追〕 )sin180sin()sin180cos( TT qq A ， )sin180sin()sin180cos( TT q�q B ， 

   )1800( q��q T  (1) 0!A なるT  (2)
2
3

!B なる Tsin  (3) 1|| dB なるT  

〔H14本〕 )cos(3)sin()( TTT aaf �  
  (1)単振動合成 (2) 0)(  Tf の解 (3) qddq 1800 T で 0)(  Tf なるTが４個存在するaの範囲 
〔H14追〕 22 dd� a ， qddq 1800 x ， qddq 1800 y  

ayx  � coscos のとき， yxs sinsin � のMax（誘導） 

〔H13本〕(1) q��q 900 T ，
T

T
tan

1tan � ，
T

T
tan

1tan � ， q15tan  

(2) q��q 6015 T ，
T

T
tan

1tan � のmax．min. 

〔H13追〕 3)cos1(4 T� を TTT 3cos,2cos,cos の１次式で表す（誘導） 
〔H12本〕 CBA ,, は線対称，右上図参照 (1) Ttan ， Tcos ， Dcos  (2) BOC� ，

OBC
OAB
'
'  

〔H12追〕 xxaxaxF 2sin2)60sin()60sin()( �q��q�  )1800( qddq x            
(1) )(xF を積の形に (2) qddq 1800 x で常に 0)( txF となる aのMin＝ウ 
(3) d� a0 ウ； )(xF のMax＝m，Min ， )(xF ＝b )0( mb �� の解の個数 

〔H11本〕 xy 3cos2 周期， 2,2 �  yy 解の個数， xx 3cos2sin  )3600( q�dq x の解の個数 
〔H11追〕 TT 33 cossin � y )3600( q�dq x の最大値 ， TT cossin � x とおく（誘導） 
〔H10本〕 qddq 900 x , TTT sin2cos6)( � f ， TTT sin6cos2)( � g  

   )60( qf ， )(Tf のMin ， )(Tg の cosへの合成，
5

28)( � Tg のときの )(Tf ， Tsin  

指数・対数関数【１５点満点】「同じ問題を出さないようにしているのが判る． 
 「対数不等式が出ていません．H16に出ました．センターは過去に出ていない分野か
ら出ます．だって同じ問題だと言われたら作成者の恥ですから．」と書いてからずーと対

数不等式が 4年間も続いて出ています。桁数と応用問題がまだ出ていません。 

〔Ｈ1９本〕不等式 )
2

1(log281log3log2 x
yyy ���� の表す領域を求めよう[以下誘導] 

     ［真数条件 底の条件 底をそろえる 場合分け 領域の図示（選択）］ 
〔Ｈ1８本〕対数不等式 527log4log2 3 d� xx を解こう 以下誘導。 
     ［真数条件 底の条件 底をそろえる 場合分け ］ 

〔H17本〕 0,, !zyx ，
zyx 3)

2
5(2   ， zcybxa 3,

2
5,2    ，のとき cba ,, の大小関係（誘導） 

〔H1７追〕 0)}1(27{log3)1(log27log 5
2
12 ����� xx を解け。（誘導） 

〔H1６追〕 0)3(log)1(log
2
12 d��� xx を解け．このとき 10264 ��� xxy のMax.とMin 

〔H1６追〕 )24(log)4(log)( 22
2

2
2 xaxaxxf �����  (1)各対数部分の定義域 

 (2)少なくとも１つの xに対し )(xf の値が定まるaの範囲、このとき )(xf の定義域 
 (3) 2� a のとき，方程式 1)(  xf の解 

T  

D  

A  

B  

C  

O  

xy 3  



 ８

〔H15本〕
2
7log3 � xa ，

2
5log 3 � xb ，

2
5log9 � xc ，

2
3log 9 � xd  

(1) 0 d を解け (2) 0!abcd を解け (3)大小関係 
〔H15追〕 )(log)4(log)1(log 444 xaxx � ���  がただ１つの解を持つaの条件（誘導） 
〔H14本〕 xxf 2log)(  ， )(log)( 2 axxg �  
   (1) )()()( xfxgxF � とする． )3(2)1(,1)2( FFF   なるa  

   (2) )4(log)( 4 bxxh � ， )0( !b とする． )
2
1()

2
1(),1()1( fghg   なる ba,  

〔H14追〕 03loglog2: 77  �� yxC ， 0loglog: 77  �� ayxL  
  (1) LC, のグラフ (2)交点 ),( qp  (3) pxxpLC  d ,,, で囲まれた部分の面積 )(aT  

(4) 0)(log 7 daT となる最小の整数a  
〔H13本〕 1

2
5

)2(
4

 � xx
の解，

x
X

)2(
1

 とおく（誘導） 

〔H13追〕(1)  0  ,  1 ， 5.1
5 2log ，

5.1
5 3log ，

5.1
5 5.0log の大小 

(2)  01327
27
26  ���� x

x
x の解 ，

yx YX 3,2   小さい解と大きい解の整数部分（誘導） 

〔H12本〕(1) xxxf �� 33)( ，  � )1(xf ， )()1( xfxf  � の解 
(2) )3

2
(log 2 � 

xy ･･①， xy 2log ･･②，平行移動，共有点 

〔H12追〕 22)3(log3 � � tx t
のとき 

(1)  x  (2) 0 t のとき  x (3) tx 32 � のとき  t   (4)
4
9
� x のとき  t  

〔H11本〕 xxy ���� 3235 ，
xxz ���� 3235 の時，

22 zy � ＝，  � xz 30 ，yのMinとそのときの  x  

〔H11追〕 2�a ， )
3
2(log 2 axy � ．  4 x のとき my  ， 13 x のとき ny  ， 

   
mn 22 � ， Nmn �, のときの  anm ,,  

〔H10本〕 )0(2225 3 ! �� �� aaxx
 の解の個数，

xt 2 とおく 
〔H9本〕 0)2(log2)}2({log 2

2
22

2  ���� axx が解をもつ条件，解が３個となる条件 
〔H9追〕 )1log()3(log)2(log)( 33 ����� xxxxf のとき， 0)(  xf の解， 0)( dxf の解 
三角形【２０点満点】明らかに円に内接する四角形で出ます．それをどう外すかが出題

者の腕のみせどころ．R（外接円の半径といえば正弦定理）は必ず出ます S=sr と共
に暗記．正弦・余弦定理だけでは解けない部分もあります．角の 2等分線は頻出． 
円の定理として、接弦定理・方べき定理・内接４角形の定理はマークしておく。 
〔Ｈ1９本〕 図なし            〔Ｈ1８本〕図あり 直方体 

10,8,10    AHAFAE  
 
 
 
 
 
 
 

（１） B� ，R   （２） 15
2

1 � 
S
S のときCD ，  

4

3

S
S ？，  

4

2

S
S ？    FH  FAH�cos  AFH'  

AP  PRPF :  □EAPRの体積  

C
15 �

2

B

A
D

22
1S

2S E4S

 'ABE

S  
A

F

H
B

C

D

G

E

P

Q

R



 ９

 
 
〔H1７本〕     [本１７追]     〔H16本〕    〔H16追〕 
 
 
 
 
 
 
 

〔H15本〕            〔H15追〕      〔H14本〕 
 

 
 
 

AC // BD  
 
 
〔H14追〕         〔H13本〕        〔H13追〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔H12本〕                〔H12追〕 
 
 
 
 
 
 
 
〔H11本〕                〔H11追〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
AC  

BDC�  
R  

Asin  
AD  
CD  
四角形 ABCDの S  

CDA�  
AC  
R  
AD  

BAC�  
BD  

Csin  
BCD' の S  

A

B
 

C  

D
 

1
 

2

a  

a2
 

O  

3

A

B
 C  

D
 

3  
3  

3

A

C

D
 1 

2

3

q60  

C  

B  

D
32

22
120° 

22

8
5cos  B のとき 

AC，R， AB  
AD， Ccos  

6
3cos  B のとき 

AC， AD，R  

ABD
BCD
'
'  

B

A
 

C
 

D  

3  

11
553  

C

B
 

A
 

B
 

O  'O  

D
 A

A

3

C  

D  
3  3  

3  

B

13 �  

B

C
 

D  13 �  

①　：③

A
 

C

3  

32

 

B
 

A  

C  14  

74 R  

B
 

A  D  

O  P 6 O

B

A
2

C

A
 

C  
D
 

34 �  

32

5

B  

B
 

C

36  

6  

A

D  

C

8  
52  

B
 A  

D  
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〔H10本〕              〔H10追〕 
 
 
 
 
 
 
 
a 
 
 
 
 

 

 

微積分【３０点満点】「微分は接線で積分は面積」の融合で出ます.いやーよく考えるも

のです．境界が放物線・接線・円である部分のこれまでにない形を考えています．「６分

の３乗公式で見通しを」２次・3 次関数の微分（接線・極値の分離・軌跡・平均変化率

と極限）といった話題から最終的に面積を求める領域に持っていくパターンになってき

ている。３次関数が出題され出しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔H1７本〕                〔H1７追〕        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
1sin  B

のとき 
Bcos  

AC  
R  

Asin  
Csin   

BHDH :  

A�  
BD  
AC  
四角形 ABCDの S  

rR,  
AEB�sin  

 

D  2
 

6

H  

A

B
 

D3  
5  

E
 

7  
7  

C  

B
 

A  

C  

 
232 22 aaaxxy ���       

  (1)頂点，頂点の軌跡 

(2) 13 �d� a のとき頂点の 

y 座標のmax.min を与えるa  
(3)(2)の 3 つのaに対する３つの放物線 

321 ,, CCC の交点 

(4) 321 ,, CCC の図と囲まれた部分の

面積 

bxaxxxf �� 232)(  

 が 10 �� x に極大値と極小値をもつ 

(1) ),( ba の条件の領域 (誘導) 

(2)領域内の格子点、 

そのときの )(xf の極大値（誘導） 

 

〔Ｈ1９本〕 0!a  

 xxxf � 3)( ， aaxfxg 2)()( ��  

(1) 0)()(  � xfxg が異なる 2 実解をもつaの範
囲 )()( xfxg � の最大値 

(2) (1)の最大値を )(ah の最大値 

(3) 3 a のとき 交点 ?)(?,),0(?, QP  gf , で

囲まれた部分の面積 S 

 交点 P における gf , の 2 つの接線のなす角を

)
2

0( STT �d として ?tan  T  

 

〔Ｈ1８本〕 0!a  

 
2

1 : xyC   ， )1(44: 2
1 ��� aaaxxyC  

 の両方に接する直線を l とする 
(1) lの方程式と接点を求める[誘導] 
(2) 21,CC の交点P を通る lに平行な直線m  
 面積 S 
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〔H1６本〕          〔H16追〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
〔H15本〕             〔H15追〕       〔H14本〕 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 〔H14追〕         〔H13追〕         〔H12追〕           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〔H11本〕         〔H11追〕        〔H10本〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R  

3  

¯
®
­

!��
d

 
)3(123
)3(

)(
xx
xx

xf   

³ t 
x

xdttfxgC
0

)0()()(:

とする 
(1) )(xg  (2)接線 l  
(3) C と l の交点 R  
(4)面積のMax 

l  

Q  R  

1C  

P  

2

2
1 xy   )(xg  

1 

1 

axyl  :2  
1l  

1
1
�a

 

1S  2S  

１ 

12: �� xyl  

23)( xxf   

3
1
 x  2C  

1C  

baxxxg ��� 2)(  

２ ―1 

2l  
1l  

1S  2S  

O  

Q  

P  

２ 

2l  1l  

2
a  

1S  

2S  

a  

２ 

2l  

1l  

S  

4�

1 x  

21 SSS � 

 

)10( �� aaxy  

2xy   

1S  

2S  

:C 2xy  上の 2点 

)4,2(),)1(,1( 22 aaQaaP ��  

直線PQの方程式 l  
2 点 )4,2(),)1(,1( 22 bbSbbR ��  

直線RS の方程式m  
 ml, の交点T   

abo のときの UT o の座標  

点U の軌跡D ，原点を通るDの２接線 
C ，Dの共有点 面積 
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〔H10追〕          〔H9本〕         〔H9例〕 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                                                       
 
 
 

 

ベクトル[ⅡB 選択]【２０点満点】かなり複雑で何をどうせよと言っているのか判らぬ

誘導の問題文です．時間がない．本来の問題の形に出して，次のように解きました〔 〕

に当てはまる数を入れよ、とでもできませんかね．最終テーマが何かを考えよう．基底

をしっかり認識して迷子にならない事です。空間図形の手法（正確な図とイラスト的な

図をあわせて）も知っておくこと.空間平面と空間直線の交点問題、垂線の足が未出題。 

 

 

〔Ｈ1７本〕             
 
 
 
 
 
 
 
                    〔Ｈ１６追〕正 3角形一辺２ 

 
 
 

 

 

 

 

 

〔Ｈ15 本〕                  〔Ｈ15 追〕 
                       
   
 
 
 
                                    
 
 
 
 
 

2l  

1l  

S  

P  

Q  

xxy 102 �  

S  

 

頂点の軌跡，２点で交わる条件 
共通接線， 面積 

S  

 共通接線 面積 

半径１の円 交点 QP,  

(1)BC ， AC ， ba � ， || AC  

(2) AP ， 2|| AP ， AQ  

(1) PQ，PR， || PQ ： || PR  
2|| PQ ，PQ・PR  

(2) PQRの重心をGとして 

DG， SC ' ， SD  
(3) SG⊥DGのときの 

a， QSR�  
 B

 
C  

D
 

A  

'A  

'B  'C  

'D  

x  y  

z  

P

Q  

R
 

S

G  

R  

O
 

Q  
N  A  

P

〔Ｈ1９本〕               
)2,1,2(),1,0,1(),1,1,0(),0,0,1( ���DCBA  

AB を )1(: aa � に内分する点E  
CDを )1(: aa � に内分する点F  
EF を )1(: bb � に内分する点G  
 10,10 ���� ba  

(1) ? EF  ABEF A となる ? a  

(2) ? OG  直線OG と直線 BC が交わる ? b ，

交点H [誘導で求める]  
 

〔Ｈ1８本〕平面ベクトル cba ,, が 

1||||||||  �   bacba ， 0, !�A cbac  

のとき、(1) ? �ba  ?|2|  � ba       

ba �2 とb のなす角？ cを ba, で表せ 

(2) cyaxp �  が 1010 d�dd�d bpap  

を満たすための必要十分条件 

cp�  の最大値 このときの p  

a  
B  C  

D  

E  

F  

P  

Q  

R  

O  
a�1  

a  

a�1  

A  〔Ｈ１７本〕 

   ),( yxAB    ),( wzAC   
         > @ABAC   

              Acos  

         

 

 

           

 

A  

B  

C

 

)3,0(  

)0,4(  )0,0(  

A  

B  

C  

D  F  

E  G  

O  

H  
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〔Ｈ13追〕                〔Ｈ12本〕  
 
 
 
 
 C  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔Ｈ12追〕                  〔Ｈ11追〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〔Ｈ10本〕                    〔Ｈ9本〕    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

複素数平面【２０点満点】（旧課程）難しくて手が出ないときは，確率分布の選択も考え

るという心づもりを．複素数独特の記号 arg（logと同様の計算）が使われたりかなり難
しいので時間配分に注意せよ．1．方程式の解としての複素数，２．複素数平面上の点と
しての複素数，３．作用素としての複素数が融合されて問われる．３点幾何の公式がす

べてといった感じ． 

〔Ｈ15 本〕 )sin)(cos3(0 TT iiz ��  )( 00 zP  ， 
TT
TT

cos)sin1(
}cos)sin1{(4

1 ��
��

 
iz  )( 11 zP  

1
2

2
z

z �  )( 22 zP  ， q��q 900 T   偏角は q�180 以上 q180 未満 

O  

A  

C
 

B  

3  

3

q60  
q60

 

P  
M  

2  q60  

q60  

O  

A  B  

C  

D  

E  F  

G  

P  

Q  

CACO �  
CA・CB  

|| OA  

|| OB  

|| AB  

CMtCP  
CMOP A  

のとき， t＝  
 

PとEGの最短距離 
 

P

O  
A

 

C

q60

D  

B
 

2  ACAB  
ABCDはひし形 

BDを aa �1: に内分する点をP  

PCPA A となるa  

A  

q60  

q30  

q60

q60

C  
D  

B  

E
 

a  

b  

P  

Q  

２等分線 

A  

１辺の長さが１ 
の正四面体 

C

B

 

Q

R

T

a

b

c

Tcos  

P  

C  

L
 

b�1  

N

② 

① 

： 

M 

： a  

b
 
： 

P
 

Q  

R  
a�1  

S  4点 SRQP ,,,  
の共面条件 

O  

①基底とするベク

トル 
②話題にするベク

トル 
を意識せよ 

基底 各ベクトルがそ
の 1 次結合で表される

ような1次独立なベクト

ルの組を基底という 
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(1) || 0z ， 0arg z    (2) || 1z ， 1arg z    (3) ||
0

1

z
z
，

0

1arg
z
z
， 10 PP  

(4)4 点 210 ,,, PPPO が同一円周上のとき，
3

21
12 arg

z
zzPOP

�
�

 � T として Tsin  

〔Ｈ15 追〕 )(1 DA ， )( 2
2 DA ， )( 3

3 DA ， )(1 EB ， )( 2
2 EB ， )( 3

3 EB ，（ ED , の虚部 0! ） 

(1) 321 AAA が正三角形のときの D  
(2) 321 BBB が q � 901B の直角三角形のとき，  E の実部＝ 
  さらに， q � 602B のとき， E の虚部＝， Earg ＝ ，

2E ＝， 3E ＝  
三角形 321 BBB と三角形 321 AAA の面積比 

〔Ｈ14 本〕(1) Cba �, ；
qr 

�
� 90arg

bz
az

を満たす zの描く図形 

  (2) 0422  �� xx の２解を ED , （Dの虚部は正）とするとき， q 
�
� 90arg 2

2

E
D

z
z

を満たす 

zの描く図形（誘導） 
〔Ｈ1４追〕右図において， JED ��� 64w  

 (1)
DJ
D
�
�

 
wz とするとき， |1| �z ＝， )1arg( �z ＝ より 1�z ＝ 

       よって || z ＝， zarg ＝   
   (2)面積比 ACDABC '' :  (3) 0,1   ED のときJ ＝，w＝ 
〔Ｈ1３本〕(1) iz 223 � を解け．（誘導） )sin(cos TT irz � （ q�dq! 3600,0 Tr ）とおき 

極形式で解く第２象限にある解 
  (2) 084 36  �� zz を解け．（誘導） iz 223 r より 

〔Ｈ1３追〕右図において， 
(1)E とJ を求めよ  (2) || EJ � ， TEJ  � )arg( として Tcos , Tsin  

 
〔Ｈ12 本〕 Rk � , 0!c ； 0223  ��� ckcxkxx  

1� x が解のとき，他解D ＝（虚部＞０） 
6)1( �D ＝ （誘導） 

〔Ｈ1２追〕 0122  ��� iDDE ， 1||  D ， 1||  E  なる ED , ＝ 
 
資料の整理[ⅡB 選択]【２０点満点】（新課程）．「新課程」のセンターでは数学Ⅱ・Ｂはベクトル、
数列のどちらかの代わりに資料の整理を選択することも可能です。はじめに２つの変数をもつ資料、相

対度数表が与えられる。それを特徴付ける値（代表値）として, メジアン（中央値）、モード（最頻値）、平

均値，分散・標準偏差、相関係数を扱う。分散と相関係数は定義も知って、実際の計算に使う公式を覚

えておく。小学校の保健係の皆さんご苦労様です。クラスの皆の身長と体重のメジアン・モード・平均と

標準偏差 さらに相関係数を算出して下さい。つまり、べクトル（高等数学）数列（数学）資料（算数レベ

ル）という事なら易しいので選択する事も考えておいて悪くはない。日頃からテストは平均ｍだけでなく，

標準偏差σも意識しておく。 
〔Ｈ1９本〕 「資料の与え方」 ２０人の数学と国語の得点（各１００点満点）の表計算ソフトでの一覧表 

   「問われた内容」 分散 変量 yxz �  の分散 相関図 度数分布表 中央値 平均値 
 

〔Ｈ1８本〕  「資料の与え方」 5 人の２科目の小テスト（5点、１０点満点）の得点 

「問われた内容」 分散 変数変換 相関係数 相関図（散布図） ヒストグラム 
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